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まえがき 

 

一般社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者

及び利用者の参加を得て、各種の電波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的

な要件を「標準規格」として策定している。 

「標準規格」は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる

国の技術基準と、併せて無線設備、放送設備の適性品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電

気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者の利便を図る目的から策定される民間の

任意基準を取りまとめて策定される民間の規格である。 

 

本標準規格は、「テレビジョン放送番組素材伝送用固定形マイクロ波帯デジタル無線伝送システ

ム」について策定されたもので、策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差

別に広く無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者の利害関係

者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

 

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者、放送機器製造者、放送事業者及び利用者に

積極的に活用されることを希望する。 

 

 

 

注意： 

本標準規格では、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていないが、

当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権である別表 1 及び別表 2

に掲げる権利は、別表 1 及び別表 2 に掲げる者の保有するところのものであるが、本標準規格を

使用する者に対し、別表 1 の場合には一切の権利主張をせず、無条件で当該別表 1 に掲げる権利

の実施を許諾し、別表 2 の場合には適切な条件の下に、非排他的かつ無差別に当該別表 2 に掲げ

る権利の実施を許諾する。ただし、本標準規格を使用する者が本標準規格で規定する内容の全部

又は一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、かつ、その権利を主張した場合、その者につ

いてはこの限りではない。」旨表明している。 

なお、詳細については、当会ホームページ（https://www.arib.or.jp/）の IPR ポリシーに掲載

の「標準規格に係る工業所有権の取扱に関する基本指針」を参照のこと。 
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別表 （第二号選択） 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 

日本放送協会※ 

送信機、受信機および伝送容量 
可変 FPU 装置 

特開平 9-284354 日本 

ディジタル伝送方式および送信、受

信装置 
特開平 9-321813 日本 

日本放送協会※ 

株式会社 日立国際電気※ 

 

（共同出願） 

誤り訂正符号器及び誤り訂正復号器

並びに誤り訂正方式の伝送装置 
特願平 11-373754 

日本、 
アメリカ、 
イギリス、 
ドイツ、 
フランス 

自動等化回路 特願 2000-99185 日本 

誤り訂正符号器及び誤り訂正復号器

並びに誤り訂正方式の伝送装置 
特願 2000-99194 

日本、 
アメリカ、 
イギリス、 
ドイツ、 
フランス 

※：ARIB STD-B12 2.0版の改定部分について有効 
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